退屈 しないと いふ ことで ある。 これ は 人に よっても 違 

ふの だら うが、 さう いふと ころ は、 われわれ 原稿紙に 

向って 字 を 埋めて 行く 商売と は 甚だ 隔 りが ある。 

—— どうだい、 この 絵 は …… 

—— 面白い ね。 

話 は 甚だよ くわ かる。 われわれの 方で は、 さう は 行 

ゝ 、 o 

力る レ 

—— 今、 一 寸し たもの を 書き かけて るんだ。 

どこ へ 出す の？ 

—— 頼まれた もんだ から、 仕方なし に 書いて るんだ _ 

方面 違 ひの 美術 雑誌 さ。 



と に が 
云し 机 結 

ふ か に 局 
と 思 向 、 



な 



な 



い 


レヽ 




が 


、 _ . 




t 、随 とうへ 



え 脚本 かい。 

うん、 なんでも いいって 云 ふから、 なんでも 

を だらだら 書いて るんだ。 

筆 だね。 随筆の 筋 なんても の はない かもしれ 

一 体 どうい ふこと を 書く つもり だい。 

いて 見な けれ やわ からん よ。 



話題 を 他に 移す より 外 はない。 実際 われわれ 

つて ゐ るの を、 人 は 手紙 を 書いて ゐる くら ゐ 

はない らしい。 その 証拠に、 少し 待って くれ 

、 五分 も 待てば 十分 だとい ふやうな 顔 をして 



眼 を 転じて、 つらつら 美術の 精神に ついて 考 へた。 

モデルが 帰った あとで、 私 はこの 友人の 口から、 「あ 

あい ふ 女」 が 好きだと いふ 話 を 聞かされた。 

なるほど、 「ああい ふ 女」 が 好きで ある 美術家に、 私 

は 一応 敬意 を 払 ひたい。 なぜなら、 それによ つて、 私 

の 感情の 古めかし さを教 へられた からで ある。 実際、 

さう いふと ころに も、 アトリエの 新鮮さが あると、 私 

は 常に 感じて ゐる。 (一九二 七 • 一二) 



底本 ： 「岸 田國士 全集？ -」 岩波 書店 

1990 (平成 2) 年 7 月 9 日 発行 

底本の 親 本 ： 「時. 処. 人」 人文 書院 

1936 (昭和：：：) 年 u 月^日 発行 

初出 ： 「アルト 第一 一号」 

1928 (昭和 3) 年 6 月 ー 日 発行 

入力 .. 

校正 ： 門 田裕志 

2 o o 7 年 7 月 2 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 



(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



